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審議会ワークショップ結果に基づく分類と、「おもてなしカフェ」での意見、第 4次総合振興計画の体系の比較 

審議会検討結果に基づく分類 お・も・て・な・しカフェでの意見※  第四次総合振興計画体系 

  

 

※「お・も・て・な・しカフェ」の「３．こんな朝霞市にしたい！」で出された意見を集約・分類したもの（開催報告書参照） 

その他の施策・分野 

・人権・男女平等 

・行政経営 

・市民参加・協働 など 

市民生活（防犯） 

市民生活（商業） 

市民生活（見守） 

緑豊かなまち 
・今ある緑を生かしつつ緑豊かな街にしたい  

・落ち着いた緑の多いまち  

・黒目川を桜（と菜の花）の名所に  

・緑がこのまま残っている、又は増えている 

・あさかプレーパーク（あそび場）が常設になっていてほしい  

・基地跡地の全面緑地公園化を早期に！  

・基地跡地が開放されて、誰でも自然を楽しめたら散歩したい  

交通が整備されているまち 
・道路整備の行き届いた街  

・歩行者を守るため段差をなくす 

・市内バスをもっと利用しやすく  

・サイクリング道路をつくる 

ブランドイメージの定着 
・朝霞スタイル、特色のあるまち  

・他県から来てくれるよう、彩夏祭以外で市の名物を作ってほしい 

活気のある朝霞市、元気がでるまち 

・商店街が活気づいている街  

・いきいき繁栄する町  

・もっと活性化して、将来買物難民を防ぐまちにしたい  

・朝霞駅前商店街の活性化、電柱の地中化  

・若者が出店する店を！  

・地元で働くことが出来ることが必要だ 

つながりがあるまち、“人”づくりのまち 
・地域の一人一人の力を出して支え合えるまち  

・子育てしやすいまち  

・朝霞で育った子供が日本を引っぱっていく！かしこい大人になっていて

ほしい 

・高齢者が元気なまち  

・子どももお年よりも誰もが笑顔になれるまち  

・高齢化対策、人が人を助ける 

・教育機関とか各種学校を誘致した文教都市を目指す  

市民が主体的にまちづくりに関わる、市民と市が協働できるまち 
・今以上に市民活動が積極的に行われるまち 

・市民が主体的にまちづくりを考え、行政がバックアップする仕組みづくり  

・市民参加が大切にされる  

・もっと市民が市政に参加できるような制度を！ 

財政力強化、健全な財政状況 

選挙の投票率アップ 

医療・福祉・健康・高齢者 

子育て 

教育 

歴史文化 

コミュニティ 

産業 

自然・環境 

空間整備 

災害対策 

まちの魅力 

財政 

２ 生活環境（防災） 

３ 福祉・健康づくり 

４ 教育・文化 

６ 交流・コミュニティ 

５ 産業振興 

構想推進のために 

１ 都市整備 

２ 生活環境（環境） 

２ 生活環境（防犯） 

２ 生活環境（公共交通） 

・人権・男女平等 

・行政経営 

・市民参加・協働 など 

つながりがあるまち、“人”づくりのまち 
・住民がお互いに交流しあえる様な街  

・老人、子育て中の若い人々みんなが集ま

れるカフェが地域にたくさん出来ていること 

 

緑豊かなまち 
・市街化調整区域の乱開発に歯止めを。行政指導をのぞむ  

・基地跡の有効利用  

・建物の規制を強化する（日照権、緑地、高さなど）  

 

人（市外の人も）で盛り

上がるまち 
・彩夏祭がもっと有名にな

る町  

・駅前広場でのイベントを

増やす（鳴子ロックフェ

ス） 

・災害に強い街づくり（旧開発地の再生を） 

・安全・安心なまちにしたい！ 


